
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本共産党 前杉並区議会議員 

杉並区民新聞 2024 年４月号外 杉並区民新聞社 本天沼 2-15-12 日本共産党杉並地区委員会は以上の見解を発表しました。 

杉
並
区
が
職
員
に
と
っ
て
も
魅
力
的
な
職
場
で
あ
る
た
め
に 

岸
本
区
政
の
も
と
、
公
務
を
支
え
る
区
職
員
の
処
遇
改
善
や
、
区
の
仕
事
を

請
け
負
う
事
業
者
の
労
働
者
の
賃
上
げ
等
が
進
み
始
め
て
い
ま
す
。 

 

X（旧 Twitter）ID 

2024 年４月 17 日 №183 

こ
れ
ま
で
７
年
勤
務
後
は
上
が
ら

な
か
っ
た
報
酬
上
限
額
も
引
き
上
げ

ら
れ
、
新
た
に
勤
勉
手
当
も
２
・
２
５

カ
月
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
約
９

億
円
が
予
算
計
上
さ
れ
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
２
３
区
で
初
め
て
生
理
休

暇
が
有
給
化
さ
れ
る
な
ど
、
公
務
に
お

け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
向
け
た
取

り
組
み
も
進
ん
で
い
ま
す
。 

③
公
契
約
条
例
で
賃
上
げ
へ 

 

公
契
約
条
例
で
は
杉
並
区
の
仕
事

を
請
け
負
う
事
業
者
の
労
働
者
の
労

働
報
酬
下
限
額
（
最
低
賃
金
）
を
定
め

て
い
ま
す
。
労
働
報
酬
下
限
額
は
職
種

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
今
回
一
番

安
い
職
種
の
労
働
報
酬
下
限
額
を
今

ま
で
の
１
，
１
３
８
円
か
ら
１
，
２
３

１
円
と
＋
８
・
１
７
％
値
上
げ
し
ま
し

た
。
（
２
０
２
３
年
度
の
東
京
都
の
最

低
賃
金
は
１
，
１
１
３
円
） 

 

公
契
約
条
例
は
指
定
管
理
者
契
約

も
対
象
で
す
が
、
区
内
に
は
図
書
館
や

ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
３
９
の
指
定
管

理
者
の
施
設
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
う
ち

７
割
以
上
が
非
正
規
雇
用
で
あ
り
、
多

く
が
区
内
在
住
の
女
性
で
す
。
労
働
報

酬
下
限
額
の
引
き
上
げ
は
、
公
共
サ
ー

ビ
ス
で
働
く
多
く
の
女
性
の
処
遇
改

善
に
繋
が
り
ま
す
。 

①
区
職
員
の
定
数
を
増
や
す 

先
の
第
１
回
定
例
会
で
は
、
区
職

員
の
定
数
を
増
や
す
条
例
改
正
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

杉
並
区
の
職
員
定
数
は
山
田
元
区

長
の
も
と
で
大
幅
削
減
が
強
行
さ

れ
、
区
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
い

て
き
ま
し
た
。
今
回
の
条
例
改
正
で

職
員
定
数
が
拡
充
さ
れ
た
こ
と
は
、

区
職
員
に
と
っ
て
も
住
民
に
と
っ
て

も
大
変
重
要
な
変
化
で
す
。 

条
例
で
は
２
０
３
０
年
ま
で
職
員

定
数
の
上
限
を
３
，
５
５
０
人
と
し

て
い
ま
し
た
が
、
２
０
２
６
年
度
ま

で
の
上
限
が
３
，
７
０
０
人
と
な
り

ま
し
た
。
主
な
内
訳
は
区
立
児
童
相

談
所
の
開
設
に
向
け
た
児
童
福
祉
の

専
門
職
を
６
０
人
、
感
染
症
な
ど
に

備
え
て
保
健
所
の
体
制
を
強
化
す
る

た
め
に
９
人
増
や
し
ま
す
。 

た
め
に
９
人
増
や
し
ま
す
。 

ま
た
、
こ
れ
ま
で
常
勤
職
員
の
育
休

代
替
は
会
計
年
度
任
用
職
員
で
対
応

し
て
い
ま
し
た
が
、
残
る
職
員
に
負
担

が
か
か
り
や
す
い
状
況
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
今
後
は
常
勤
職
員
で
対
応
で

き
る
組
織
体
制
を
整
え
ま
す
。 

②
会
計
年
度
任
用
職
員
の
処
遇 

 

杉
並
区
は
全
職
員
の
う
ち
４
１
％

が
会
計
年
度
任
用
職
員
（
有
期
雇
用
の

非
正
規
公
務
員
）
で
、
そ
の
う
ち
８

５
％
が
女
性
で
す
。
今
年
度
、
保
育
や

学
童
、
介
護
に
関
わ
る
１
１
０
０
人

（
会
計
年
度
任
用
職
員
の
総
数
の
４

４
％
）
の
報
酬
が
引
き
上
が
り
ま
す
。 

 

▲ソシアルサトコズの区

政報告会で語る岸本区

長（４月１３日下井草） 

会計年度任用職員の報酬引き上げ額 

職種 人数 引き上げ額 

保育 約 720 
時給 約７０ 

～８０円 

児童館 

学童など 
370 

時給 約１５０ 

～１７０円 

部活動 

指導員 
約 10 時給 ６７０円 

介護認定

調査員 
約７ 月額 約２万円 

 

岸本区政で実現へ 



   

ごみ減量対策をすすめる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田村智子委員長がお話しします！ 

 

沖
縄
や
奄
美
な
ど
の
南
西
諸
島
が

軍
事
要
塞
化
す
る
姿
を
追
っ
た
三
上

智
恵
監
督
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映

画
「
戦
雲
」
を
観
て
き
ま
し
た
。 

 

日
本
最
西
端
の
与
那
国
島
に
２０
年

ほ
ど
前
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
島
内
に
タ
ク
シ
ー
は
２
台
、
馬
が

放
し
飼
い
の
エ
リ
ア
が
あ
り
、
謎
の

海
底
遺
跡
が
と
て
も
神
秘
的
。
離
島

の
中
で
も
、
か
な
り
特
徴
の
あ
る
島

だ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。 

そ
ん
な
与
那
国
に
２
０
１
６
年
、

自
衛
隊
の
ミ
サ
イ
ル
基
地
が
建
設
さ 

   

れ
て
い
て
驚
き
ま
し
た
が
、
島
の
人

は
も
っ
と
驚
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 

基
地
の
前
で
抗
議
行
動
を
し
た

り
、
弾
薬
を
搬
入
す
る
ト
ラ
ッ
ク
の

前
で
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
す
る
人
た

ち
。
島
や
子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
守

り
た
い
、
と
い
う
真
っ
す
ぐ
な
思
い

が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
一
方
、
東
京
に

い
る
私
た
ち
が
今
の
ま
ま
自
民
党
政

治
を
許
し
て
い
て
は
、
南
西
諸
島
が

犠
牲
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
２
８

日
投
票
で
衆
院
３
補
選
が
告
示
。
野

党
共
闘
で
勝
利
を
目
指
し
ま
す
！ 

 

あ
き
こ
の
部
屋 

郵便振替 口座番号  

００１７０－９－１４０３２１ 

加入者名  

日本共産党災害募金係 

通信欄に能登募金]と記載のこと。 

能登半島地震救援募金 
にご協力をお願いします。 

 

杉
並
区
で
は
生
ご
み
の
リ
サ
イ
ク

ル
と
減
量
を
推
進
す
る
た
め
、
家
庭
用

生
ご
み
処
理
機
を
使
っ
て
自
家
で
処

理
し
よ
う
と
す
る
区
民
に
対
し
て
、
購

入
費
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

今
年
度
の
申
請
受
付
は
、
４
月
１
５

日
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。 

生
ご
み
処
理
機
っ
て
？ 

 

生
ご
み
処
理
機
と
は
、
生
ご
み
を
温

風
乾
燥
や
微
生
物
分
解
な
ど
で
減
量
・

消
滅
さ
せ
る
機
器
で
、
堆
肥
化
で
き
る

も
の
も
あ
り
ま
す
。
生
ご
み
処
理
機
で

作
ら
れ
た
堆
肥
は
、
ご
家
庭
で
お
使
い

く
だ
さ
い
。 

電
気
な
ど
の
動
力
を
利
用
す
る
機

械
式
と
手
動
式
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

 

募金は中央委

員会を通じて

全額を被災地

と被災した自

治体への支援

に充てます。 

な
お
、
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
式
（
台
所

の
排
水
口
に
取
り
付
け
、
生
ゴ
ミ
を

排
水
口
か
ら
投
入
し
、
粉
砕
さ
れ
水

道
水
と
と
も
に
排
出
さ
れ
る
も
の
）、

コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
（
屋
外
に
設
置
し

生
ゴ
ミ
や
落
ち
葉
な
ど
を
入
れ
、
微

生
物
の
発
酵
分
解
に
よ
っ
て
堆
肥
化

す
る
容
器
）
は
対
象
外
で
す
。 

購
入
す
る
も
の
が
補
助
の
対
象
に

な
る
か
ど
う
か
、
事
前
に
区
に
確
認

す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
▲家庭用生ごみ

処理機（一例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月１１日(土) 
１４時～ 
池袋駅東口 
オンラインでも中継します 

制度の概要 

◆補助の条件（以下の全てを満たす方） 

・区内在住で、家庭で使用 

・1 世帯あたり年度内に 1 基 

・過去５年度内に購入費補助を受けてい

ない方 

・2024 年 4／1 から 2025 年 3／31

までの間に購入し申請した方 

◆補助金額 

本体購入金額(税込)の 2 分の 1 

（千円未満切捨て。上限 20,000 円） 

実際に負担した金額に対して補助。 

ポイントなどでの支払額は補助対象外。 

◆申請方法 

区役所西棟７階のごみ減量対策課の

４番窓口で申請書を配布。ご連絡いただ

ければ、申請書類一式を郵送します。 

◆問合せ ごみ減量対策課 事業計画係  

電話：03-3312-2111（内線 3726） 


